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HITAC M-150中形コンピュータシステムの開発
Deve10Pment Of=1TAC M-150Medium ScaleComputer SYStem

HITAC M-150システムは,HITAC M-160ⅠⅠ～M-180と同様にMシリーズの一

員として開発されたもので,M-160ⅠⅠの下位機棟として位置づけられるo
HITAC

M-150システムの主な特長としては,(1)高速LSIの使用による高い処理能九(2)高

密度実装の採用による高い信頼性,(3)簡易言語などの完備によるプログラムの生産

惟向上,(4)各種入出力制御装置の処理装置への内蔵によるコンパクトなシステムの

実現,(5)盟吉なコンソールの機能などによる運用効率の向_Lなどが挙げられる｡

ll 緒 言

HITAC M-150システム(以rF,M-150と略す)は,国際的

競合力を持っているMシり【ズの-一員として日立製作所が開

発した汎用中形コンピュータシステムである｡昭和52年1月

発表以来,ユーザーから好評を博し順調な受注を得ている｡

本稿は,M-150開発の背景とシステムの特長,ノ女びシステム

の中心となる処理装置の特長について述べる｡

B 開発の背景とシステムの特長

M-150(図1)はHITAC 8250システムとM-160ⅠⅠシステム

の中間に位置する汎用中形コンピュータシステムであり,概

略仕様は表1にホすとおりである｡

このシステム開発の背景として,ニ大の五つの大きなニーズ

があった｡

(1)国際的競合力を持っている高性能,高信組性の中形コン

ピュータシステムを実現すること｡

(2)中形機でありながら大形機と同等の機能を幅広く提供し,

ユーザーの多様なニ【ズにこたえること｡

(3)システムの規模に応じて経済的な構成が組めること｡

(4)ユMサーブログラムの生産性の向上､及びシステム運用

軒-

一打

ずふ甥

図I HITAC M-150システム 高速大容量ディスク装置柑0/200MBX

4スピンドルを接続した中規模構成を示す｡
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効率の向上を図ること｡

(5)従来のHITAC8000シリーズの機種,放びMシリ【ズの

上位機椎との互換性を保持し,下位から上位への移行を容易

にすること｡

これらの開発ニーズを基に,M-150で実現したシステムの

特長を次に述べる(図2)｡

2.1高性能高信頼性システムの実現

従来のHITAC8000シリーズで蓄積された安定した信相性

技術に,Mシリーズの上位機種で開発された高速高信頼惟

La柑e ScaleIntegration(以下,LSIと略す)を加えて,高

密度実装化を図ることにより,本システムの高性能高信根性

を実現した｡具体的には,

(1)高速LSI,高密度実装の採用により小形化を図った高速

処理装置の開発

(2)､戸均シーク時間20ms,転送速度885kB/sの高速大容量デ

ィスク装置の接続

(3)重要回路の二重化及び自己診断機能にるよ製品品質の

向上

(4)障害時の再試行によるエラ∽の自動回復,及び動的な装

置の再構成

(5)入出力動作の時間監視による異常の早期検出と再試行

(6)パスワードによるデータの保護,及び機密保言壁

などである｡

2.2 多様化への適応

近年,特に要望の強い企業内,又は企業間の分散形ネット

ワークシステム,オンラインデ椚タベースシステム,図形処

ま型システムなど,多様化する用途に適応するため,Mシリ∬

ズ上位機椎で既に実績のある中形オペレ∬ティンダンステム

VOSl(VirtualStorage Operating Systeml),大形オペ

レーティングシステムVOS2の使用を可能とし,かつ豊富な

入出力装置及び端末装置を提供している｡特に,

(1)タイムシェアリング,リモ”トバッチ,リモ‾トバッチ

端末処理など,各種のネットワⅥクシステム実現手段(図3)｡

(2)プラズマディスプレイを用いた生産管理端末,及び銀行

端末,並びにフロッピM･ディスクを用いたインテリジュント

端末及びデータエントリー端末,汎用ビデオデータ端末など

幅広い端末群

(3)グラフィックディスプレイ,Ⅹ-Yプロッタの提供

(4)学校教育用に高速化･効率化を図った実行形フォートラ

*

日立製作所神奈川工場
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高 性 能

高 信 頼 性

拡 張 性 の 配 慮

多 様 化 へ の 適 応

ユーザープロ.グラムの
生 産 性 向 上

経済的構成の配慮

インプットシステムの

効 率 化

運用効率 の 向上

容 易 な 移 行

高速LSIを採用した高速処理装置の開発

Mシリーズ上位機と同じ高速入出力装置の接続

仮想記憶方式によるトータルスループットの

向上

LSI,MSIの採用による高密度実装

重要国絡のこ董化,自己診断機能

障害時のエラーの自動回復,動的装置再構成

パスワードによるデータの保護,機密保護

実主記憶容量最大1MB,仮想記憶容量16MB

ディスク容量最大3,200MB

チャネル転送能力4MB/s

大形棟用各種拡張ランゲージの提供

各種ネットワークシステム実現手段の提供

オンラインシステム実現のための豊富な端末
装置

図形処理用入出力装置の提供

教育用実行形FORTRANの提供

仮想記憶方式による物理的メモリ制約からの

解放

システム規模に応い二3種のオンラインコン
トロールバッケージ

データベースシステム 汎用パッケージPD帆
ADM

簡易言語HELP,HELPlIの提供

デバッグ時のモジュールテストパッケージの
提供

低価格な入出力装置の開発

ビデオデータターミナルのチャネル直結によ

る構内オンライン

フロッピー･ディスクを用いたカ"ドレス･

システムの提供

ターンアラウンド帳票用人出力装置の接続

プログラムトファンクション･キーによる

コンソール操作の簡易化

ディスクスペースの自動割当て,ボリュームの

自動認識

入出力装置からのジョフーの起臥打切り

計算機室外からのシステムの監視,制御

8000シリーズ下位機及びMシリーズ上位機との

互換性の維持

図2 HITAC M-150システムの特長 開発のねらいに対応Lて,M-

150で実現Lたシステムの特長を示す｡

ン(FORTRAN)

など,きめ細かい配慮をしている｡

2.3 経済的構成の配慮

ユーザーのシステム規模に応じた経i斉的構成を選択できる

ように,次の配慮をしている｡

(1)経済的なカード読取機,磁気テープ装置,ラインプリン

タ,及びフロッピー･ディスク入出力装置を提供

(2)ビデオデータターミナルシステムをマルチプレクサチャ
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表I HけAC M-ほ0システムの概略仕様 システムの概略仕様を示

す0 ●印装置は処理装置の統合入出力制御機林に接続される｡

装 置 l 仕 様

処 王里 装 置

主記憶装置:最大容量】MB

チャネル:貴大転送能力4MB/s

コンソールディスプレイ:l′920字/画面,

英･数･片1反名II2種

内蔵形9,600BPS以下×最大8回線,

通信制御装置

ディスク駆動装置

磁気テープ装置L

′′ 48kBPSX最大2匝】線

独立形9′600BPS以下×最大16匝l緑,

48kBPSX最大4回線

48kBPS以下×最大384回線

35′/了OMBX16スピンドル

柑0/200MBX16スピンドル

800/l.600BPI 50/100KB/s

ZO(】/320KB/s

カ ー ド 読 取 機

カ
ー

ド せ ん 孔 磯

310枚/分*,

160桁/秒

l.0(〕0ハ.60(】枚/分

カード印刷せん孔機 せん孔160桁/秒,印字240行/分

テープ装置

ラインプリンタ

読取500字/秒ヰ,せん孔I10字/秒I

l′088行/分◆,】,500行/分,2′000行/分

マ
ー･･

光 学

フ 仁】､

入

クシート読取機 100～】5D枚/分事,A4～は

文字読取機

ソピー･テーィスク

400枚/分,OCR-A/B

手書き英字･数字･記号

3′600レコード/分,ホッノ

出 力 装 置.データ･ステーション

がき大

(/スタッカ2D枚,

X-Yプロッタ装置

グラフィックディスプレイ

400step/s-ドラム式

格子数l,024×I.824- 4′096×4′096●

l

;ビデオテざ一夕ター

ミナルシステム

ビデオl′920字/画面

プリンタ165字/秒,2.400/4′800BPS(特定)

10kB/s(MPX)l.200BPS(公衆)

端

複 合 ク
ー

ミ ナ

ノレ シ ス テ▲ ム

テープリーダ80字/秒,テープパンチ20字/秒

+lSキーボード,テンキー,プリンタ40字/秒

ラインプリンタI10行/分

プラズマディスプレイ256字/画面,

生産管理端末…l+-S/ABCトボード･テンキー･
トークンカード,マークせん孔カードリーダ,

l
l ラインプリンターtO行/分,プリンタ48字/秒

芦

i銀行端末
プラズマディスプレイ付窓口装置,

キーボードプリンタ,オートキャッシャー

デ ー タ エ ン ト フロッピー･テーィスク,キーボード.
l

lリ ーシステム プリンタ100ハ50字/秒

インテリジェント端末
フロッピー･ディスク,プリンタ,インサータ

プラズマディスプレイ

そ の 他 TSS端末,RJE端末,グラフィック端末

オペレーティングシステム VOSl,VOS2

ネルに直結することにより,経済的な構内オンラインシステ

ムを提供

2.4 システム建設工数の軽減と運用効率の向上

ユーザーフロログラムの生産性向上,インプットシステムの

効率化,運用オペレーション負荷の軽減などを可能とするた

め,二大のような配慮を行なっている｡

(1)仮想記憶方式を才采用し,プログラム作成時の物理的メモ

リ制約からの解放
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図3 ネットワークシステム リモートバッチ処王里,リモートバッチ端末処王里,タイムシェアリングなど

の機能により.ネットワークシステムを形成できる｡

V O Sl

業務プログラム
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データベース
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ヽ
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TMS-3V

一 ■ト一

丁CS

端 末

注:

①●■●■リモートパッチ端末処理(RESP)

リモートバッチ処理(RMT)
②･-･･･又はTSS処‡里

③-●-中継処理

④--…メッセージ転送処理

RJE端末=リモートジョブ入力端末

TSS端末=タイムシェアリング用端末

RESP=Remote Batch Stat10n Prog｢am

RMT二=R8mOte Batoh P｢og｢am

注:TMS-1

TMS-3V

TCS

区14 オンライン･データーく-ス･システム オンラインパッケージTMS-l./TMS-3V′′TCSとデータ

ベースパッケージを組み合わせて,容易にオンライン･データベース･システムを建設できる｡

(2)簡易言語HELP(HitachiEffective Library for Pro-

gramming),HELPIトB,SCORE(Select Copy and Re-

port)の提供

(3)データベース･システム･パ､ソケージPDM(Practical

Data Manager),ADM(Adaptable Data Manager)の提供

(4)オンライン･コントロール･プログラムとして,比較的少

回線のオンライン･システム用にTMS-1(Transaction Mana･

gement Systen-1),メlソセージ呈の多いハイトラヒリク･

オンライン･コントロール･パッケージ

PDM データベース･システム･′くッケージ

オンライン･システム用にTMS-3V,ユーザーー瑞j尭に九しじて

高度の技術を要するオンライン･システム用にオンライン機

能をモジュMル化したTCS(Transaction ControISystem)

と,ユーザーの用途に応じて3種類のパリケ【ジを提供する

(図4)｡

(5)紙カードの代わりに,ジョブ枚びデータをフロ､ソピー･

ディ スクで入出力可能としたカードレス･システム(図5)｡

(6)ディスクのスペース自動割当て,放びボリュームの自動
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図5 カードレスシステム H-823I形フロッピー･ティスク入出力装置及びH-1741形データステーション

からジョブ,バッチデータの入力が可能となり,すべての媒体をカードの代わりにフロッピー･ディスクに統一し,

運用の効率化が図れる｡

.払札 フログラムド･フ一戸ンクション･キ【によるコンソ【ル

推作の簡易化,i滋気テー｢プの自動装填,入出力装置からのジ

ョブの起動,及び打切りなどによるオペレータ負荷の軽i成

(7)遠隔監視装置,遠隔コンソール及び繁報機構を用し､て,

計算機案外からのシステムの監視役び運転i削御が可能であり,

またプログラムによる日動電ミ憤切断が白J能である(図6)｡

2.5 容易な移行

M-150は,HITAC 8250,HITAC 8150及びMシリーズ_L

位機7睦と次のように召二枚作を持っているため,客場に移行が

可能である｡

(1)HITAC 8250は,アセンブラ言語の一部を除いて,すべ

ての原始プログラムで,M-150とカニ根性を持つ｡

(2)HITAC 8150は,HELPIトBの原始プログラムで,M-150

と互根性を持つ｡

(3)M-150は,Mシり【ズ上位機種への完全な互根性を持っ

ている.｡

計

処理装置

異常警報
機 構

室オペレータ栓塞など

遠隔コンソール

コンソールディスプレイ

スピーカ

遠隔監視装置

○ ベル

図6 計算機室外からのシステムの監視,制御 オペレータ控室な

どからシステムの監視,運転制御が可能で,オペレータの介入要求は書で知ら

される｡
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田 処理装置の構成と特長

3.1 概 要

M-150処王里装置の筐体には図1に示すようにコンソール･

ディ スプレイが内J歳されている｡またこのほかに､貴大1MIi

の上記憤装置,ディ スクの制御装置,通信制御装置,その他

終椎の入出力装置の制御装置がこの筐体に内蔵され,コンパ

クトで豊富な機能を持つシステムの実現を図っている｡処理

装置の概略構成を図7に示す｡以下各構成部分についてその

特長を説H月する｡

3.2 中央処理装置

中火処王雫装置は2バイトの演算【句路,64語×4バイトの高

速記憶装置,主記1意装置の制御回路,制御記王意装置の制御回

路などよ り成る｡

小火処椎柴芯の帖成を図8にホすが,その_主な特上主は二大に

拉へこる とおりである.

(1)基本k!柑各として高速で高密度のECL(Emitter Coupled

Logic)の集積回路を使い,また演算回路,主記憶装置のエ

ラー訂正回路､アドレス愛子粂回路にECLのLSIを佃うことに

よって処理･の高速化を図っている｡中央処理装置に使われて

いるLSIを搭載Lた多層プリント某板の例を図9に示す｡

(2)i凡用レジスタなどを格納するための高速記憶装置には64

ビ､ソト/チlソプのバイポ【ラ･メモリを使用することにより高

速化,高密度イヒを図った｡

(3)仮想記帳装置を制御するためのアドレス変換には,セッ

ト･アソシアティブ万上(を才采用し,16×二組みの論理アドレ

スとご物理アドレスの村をアドレス変才免バッファに入れておく

ようにした｡

3.3 主記憶装置

主記憶装置にはM-160ⅠⅠ～M-180と同様に4,096ビット/チ

リブのNMOS(N-ChannelMetalOxide Semiconductor)

ICメモリが仙われている｡半導体技術の進歩によ r),ICメモ

リが従来のコアメモリなどに比べ小形になったため,大容量

の主記憶装置を提供できるよう配慮した｡M-150処理装置の

i宝体には最大1MIiまでの主記憶装置を実装できる｡

主記憶装置に使われているメモリ･カードを図川に示す｡
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7 ロ
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図7 M-150処王里装置の構成

出力制御装置が内蔵されている｡
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図8 中央処理装置の構成 演算回路及び主要なデータ転送路は2バイ

ト幅にし,装置の小形化を図っている｡
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図9 +Slを搭載した多層フロリント基板 LSlはIC2個分のスペース

に実装される｡

＼

図10 メモリ･カード 4k NMOSのICメモリが48個搭載され16キロ語×

I2ビットの容量を持っている｡

3.4 制御記憶装置

マイクロプログラムを格納しておく制御記憶装置とLては

表2の3畦襲頁のICメモリが使われている｡いずれも存嵩は

1,024ビット/チップの高密度のもので,装置の′ト形化に貢献

している｡

高速のバイポ【ラICメモリは,命令の実行や高速のチャネ

ルの制御に使われ,高い処理能力を実現している｡また低速

のNMOSICメモリは,低速の入出力装置の制御や障害制御

機能などに使われ,比較的安価に多様な機能を実現するのに

役立っている｡

3.5 チャネノレ

M-150処理業置のチャネルはシステムの規模を考撤し,ブ

ロックマルチプレクサ2チャネル､Mシリーズ入出力装置J召

バイトマルチプレクサ1チャネル,8000シリーズ入出力装置

用バイトマルチプレクサ1チャネルを付加機構として接続で

きるようにした｡このほかに,ディスク制御装置用のブロッ

クマルチプレクサが標準機構として組み込まれている｡

ブロリクマルナプレクサ･チャネルと入出力装置との間の

データの転送はブロックマルチプレクサ内のハードウエアに
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表2 制御記憶装置 制御記憶装置には,二のように3種類のICメモリ

が使われている｡

装置

項目

固定記憶部

l書
替 可 能 記 憶 部

高 速 低 速

素 子 lk PROM 事kバイポーラ lkNMOS

34ビット/語

250ns

テI
一

夕 長 34ビット/語 34ビット/語

アクて芸主デイムl80ns70nsl

よって行なわれるため,中央処理装置の処理を妨げることな

く高速のデ【タ転送ができる｡一方,入H-1力動作の開始,主

記憶装置とチャネル間のデータ転送,入.･iりJ動作の終結及び

割込みの処理は,すべて中央処理装置のマイクロプログラム

により行なわれ,ハ【ドゥェアの減少を図っている｡

3.6 統合ディスク制御機構

ディスクの制御装置を処理装置に内蔵することにより,コ

ンパクトで高性能なシステムの実現を図っている｡

本統合ディスク制御機構の開発に当たっては次に述べるよ

うな点に重点を置いた｡

(1)中央処理装置とは独立な制御記憶装置,演算回路を持た

せることにより,中一矢処理装置の占有率を低i成させ,処理能

力の向上を図った｡

(2)本機構の障害箇所を診断するマイクロプログラム,また

本機構に接続されているディスク駆動装置を診断するマイク

ロプログラムを用意し,保守性及び可用性の向上を図った｡

3.7 統合通信制御装置

小～中規模のオンライン･システムを容易に実現できるよ

う小形の通信制御装置を内蔵するようにした｡その諸7亡を表

3に示す｡

本機構の開発に当たr)重視した点は二大に述べるとおりである｡

(1)構内オンラインなど回線数の少ないシステムも多いことを考

慮L,回線数を制限して低価格化を図った｡

(2)コンビュ【タ･ネ､ソトワ】クなどで高速回線の要求が増

えているので48k BPSの[可線の+妾続を可能にした｡

(3)統合ディスク利子卸機構と同様に中央処理装置とは才虫立に

制御記1悪業置,演算軸足各を持たせることにより,中一矢処車型装

置の負荷の軽減を図った｡

3.8 統合入出力制御機構

中～小形の処理装置では,処理装置だけを小形,低価格に

したのでは不十分で,どのようにしてシステム全体を小形,

低価格にし,かつ豊富な機能を提供するかが問題となる｡そ

のため､M-150では表1の*印の入出力装置の制御機梢を処

章里装置に内蔵し,各人出力装置を直接処理装置に接続できる

ようにした｡

本機構の開発に当たっては次のような方針-をとった｡

(1)ニれらの入出力装置はディスクなどに比べ低速であるた

め,ディスクの制御機構,通信制御装置とは違い,1バイト

のデ∬タ転送ごとに中央処理装置のマイクロプログラムに割

り込んでデータ転送を行なう方式を採用し,ハードウェアの

簡略化を図った｡

(2)プログラム上はバイトマルチプレクサ･チャネルに接続

されてし-るように見えるようにし,ソフトウェアに負担がか

からないよう考慮した｡

3.9 コンソール･ディスプレイ

システムを小形化し狭いスペースでも設置できるよう,各
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表3 統合通信制御装置 2桂根の統合通信制御装置が用意されている｡

形 名 最大【司線数 データ信号適度 通信方式 伝送制御手順

H-8664-1

H-8664-2

8回線:;｢‾9･600BPSl
__ ___←

_⊥

半二重

全二重

2回線 48kBPS 同 上

調歩同期

SYN同期

HDしC(;主)

SYN同期

HDLC

注:HDJC=H■gh-1eve‡DataJlnk Contro■,SYN=シンクロナス

種入出力制御装置のほか,コンソール･ディスプレイがM-150

処理装置に内蔵されている｡本コンソ【ル･ディスプレイの

開発に当たっては次のような点に考慮が払われた｡

(1)論理的にはM-160ⅠⅠ以上と同じ仕様にすることにより,

M-150は下位機種ながら1,920字の大画面,プログラムド･

ファンクション･キ【,ライトペンなど豊富な機能を提供し,

操作件の改善,上位機種との操作方法の統一を図り,またソ

フトウェアも向じものが使えるようにした｡

(2)制御方式は前記の統合入出力制御機構と同様に,中央処

至里装置のマイクロプログラムで制御する方式を採用し,制御

方式の標准化及びコストの低i成を図った｡

3.10 直;充電源

直子充電源としては次の2桂の匝柑各方式のものを使い､総合

的に信根件の向上とコストの低i成を周った｡

(1)大容量の電源としては,部品数が少なく信頼件の高い定

電圧トランス方式の電子原を採用した｡

(2)小容量の電源としては,穀近の半導体技術の進歩によl)

可能になった小形で安価なスイッチング･レギュレータ方式

の電i原を才采用した｡

3,11遠隔監視装置

M-150の開発に当たって調査した顧客の要望事項の中に,

専任のオペレータがいない場介とか,処理に長時間を要する

ジョブの実行中は,マシン重と別の事務所などで計算機のこ状

態を監視できると都合がよいというものがかなI)あった｡そ

こで,M-150ではコンソーール･ディスプレイの画面と同じも

のを別宅で見ることができるようにLた｡この遠隔監視装置

により異常の発生,オペレMタの介入要求,ジョブの終了な

どを知ることができるので,オペレータは常時マシン室で計

算機を監視していなくてもよいことになり,コンピュータの

運転の省力化に役立つものと期待される｡

ロ 結 言

HITAC M-150システムは,M-160ⅠⅠ～M-180と同様に,

Mシリーズの--･員として開発されたもので,M-160ⅠⅠの下位

機種として位置づけられる｡

M-150システムの特長としては,

(1)高速LSIの使用による高い処王彗能力

(2)LSI,MSIなどの高密度実装の採用による高い信相性

(3)簡易言語,データベース･システムなどの提供によるユー

ザー･プログラムの生産′性向上

(4)ディスクの制御装置,通信制御装置,コン､ノール･ディ

スプレイなどを処理装置に内蔵することによるコンパクトで

豊富な機能を持つシステムの実現

(5)豊富なコンソールの機能,遠隔監視装置などによる運用

効率の向上

などがある｡




